
独立行政法人国立病院機構金沢医療センター附属金沢看護学校授業計画（Syllabus） 

 

分野 授 業 科 目 名 単位数 時間数 開講時期 

専門 母性看護学概論 1 15 1年次 ・  2学期 

担当講師 非常勤講師（助産師、産科での助産経験あり） 

授業概要 母性看護の主要な概念や対象について理解するとともに社会的な変遷と現状を学ぶ。 

授業目標 

1. 母性の発達課題をふまえ、リプロダクティブヘルス／ライツを理解する 

2. 時代の変化にともなう生殖やライフサイクルの多様化を理解する 

3. 母性をとりまく課題と看護の役割について考える 

回数 授 業 内 容 担当者 

第 1回 

   

   

第 2回 

   

   

第 3回 

 

 

第 4回 

 

 

 

第 5回 

 

 

第 6回 

 

 

第 7回 

 

 

第 8回 

1. 母性とは 

1） 母性の身体的、心理・社会的特性 

2） 現代女性とライフサイクル    

2. 人間の性 

1） セクシュアリティの発達と課題 

2） 性の多様性 

3. リプロダクティブヘルス／ライツ 

1） 女性とリプロダクティブヘルス／ライツの課題 

2） 母性看護のあり方と倫理、母性看護の概念 

4. 女性のライフステージ各期における特徴と最近の課題について 

1） 社会の変化と母性看護の役割 

2） 仕事と家庭の両立支援（ワークライフバランス） 

男性と育児  

5. リプロダクティブヘルスケア そのⅠ 

1） 喫煙女性の健康と看護 

2） 性暴力を受けた女性に対する看護 

6. リプロダクティブヘルスケア そのⅡ 

1） 妊娠期からの児童虐待予防 

2） 思春期の健康教育 

7. 母性看護の対象をとりまく社会の変遷と現状 

1） 母性看護の歴史的変遷 

2） 母子保健統計と施策、法律 

8. 認定試験 

 

自己学習 

関連科目 

母性に関連する社会問題について、各自のモチベーションに応じて理解・整理し、全体

討議に反映させる 

関連科目：小児看護学概論 

テキスト 
系統看護学講座 専門分野 母性看護学① 母性看護学概論 医学書院 

国民衛生の動向  

参考図書 
季刊「セクシュアリティ」 エイデル研究所 

新聞等メディアによるトピックス 

評価方法 筆記試験：50％、課題レポート等：50％ 



独立行政法人国立病院機構金沢医療センター附属金沢看護学校授業計画（Syllabus） 

 

 

 

 

分野 授 業 科 目 名 単位数 時間数 開講時期 

専門 母性看護対象論 1 30 2年次 ・  1学期 

担当講師 非常勤講師（助産師・産科病棟での母性看護経験あり、医師） 

授業概要 

本授業では、妊娠期・分娩期・産褥期・新生児期の特性を学び、正常な経過をたどる妊

婦・産婦・褥婦・新生児の生理的変化を講義にて学習する。 

また、妊娠期・分娩期・産褥期・新生児期に起こりやすい異常やそのリスクを講義にて

学習する。 

授業目標 
1. 妊娠期、分娩期、産褥期、新生児期の身体的・心理的・社会的特性を理解する 

2. 妊娠期・分娩期・産褥期・新生児期の異常を理解する 

回数 授 業 内 容 担当者 

第 1回 

第 2回 

 

 

第 3回 

第 4回 

 

 

第 5回 

第 6回 

 

 

第 7回 

 

第 8回 

第 9回 

 

 

第 10回 

第 11回 

 

第 12回 

第 13回 

第 14回 

 

第 15回 

1. 妊娠期の特性 

1） 妊娠期の身体的特性 

妊娠による身体的変化、マイナートラブル 

2） 妊娠期の心理・社会的特性 

2. 分娩期の特性 

1） 分娩の要素、分娩の機序、産痛のメカニズム 

2） 分娩期の身体的・心理的・社会的経過と特性 

3） 胎児心拍陣痛図（NST・CTG）の判読 

3. 産褥期の特性 

1） 産褥期の身体的特性 

  分娩後の身体的変化、母乳分泌のメカニズム 

2） 産褥期の心理・社会的特性 

4. 新生児期の特性 

新生児の生理 

5. 妊娠期の異常の診断と治療 

ハイリスク妊娠、妊娠期の感染症、妊娠による疾患、多胎妊娠、 

妊娠持続期間の異常、子宮外妊娠、子宮内胎児発育遅延、胎児仮死、 

胎児機能不全 

6. 分娩期の異常の診断と治療 

産道・娩出力の異常、胎児の異常による分娩障害、胎児の付属物の異常 

分娩時の損傷、分娩第 3期および分娩直後の異常、分娩時出血 

7. 産褥期の異常の診断と治療 

子宮復古不全、産褥期の発熱、産褥血栓症、精神障害 

8. 新生児の異常と診断と治療 

新生児仮死、分娩外傷、低出生体重児、高ビリルビン血症 

9. 認定試験 

第 1回 

～7回 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 8回 

～14回 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 15回 

 

自己学習 

関連科目 

周産期の生理的メカニズムなどは母性看護を理解する上で基本となることであるため、

復習をする。 

関連科目：母性健康維持論 

テキスト 系統看護学講座  専門分野  母性看護学２  母性看護学各論  医学書院 

評価方法 筆記試験 100％（第 1～7回：50％、第 8～14回：50％） 
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分野 授 業 科 目 名 単位数 時間数 開講時期 

専門 母性健康維持論 1 30 2年次 ・ 1学期 

担当講師 
専任教員（助産師、産科病棟での母性看護経験あり）、非常勤講師（助産師、産科病棟での母

性看護経験あり） 

授業概要 

本授業では、女性の各ライフステージにおける健康障害時への支援の目的と方法について

学ぶ。また、妊婦・産婦・褥婦・新生児のアセスメントの視点、周産期を正常に経過するた

めの具体的な支援の目的と方法を講義にて学習する。母性看護学で必要な看護技術を講義・

演習を通して学習する。 

授業目標 

1. 女性のライフステージ各期の健康障害と支援を理解する 

2. 妊娠期、分娩期、産褥期、新生児期を正常に経過するための支援を理解する 

3. 新生児の特性を考慮した計測と沐浴の技術を理解する 

回数 授 業 内 容 担当者 

第 1回 

 

第 2回 

第 3回 

 

第 4回 

第 5回 

第 6回 

第 7回 

 

第 8回 

 

 

第 9回 

第 10回 

 

第 11回 

 

 

 

第 12回 

 

 

第 13回 

第 14回 

 

 

第 15回 

1. 母性看護実践のあり方 

1） 母性看護に関する理論：母親役割獲得 

2. 女性のライフステージ各期における健康障害時の看護 

1） 思春期・成熟期の特性と健康障害時の支援の実際 

2） 更年期・老年期の特性と健康障害時の支援の実際 

3. 妊娠期における看護 

1） 妊婦への母子保健サービス 

2） 妊婦健康診査の実際 

3） 妊婦への日常生活における保健指導の実際 

4） マイナートラブルへの原因と対処方法についての保健指導 

4. 分娩期における看護  

1） 産痛緩和法   2）分娩時の基本的ニードへの支援 

3） 家族支援    4）周産期システム 

5. 産褥期における看護  

1） 身体機能の回復への支援（退行性変化を促す支援） 

2） 進行性変化を促す支援    3）産褥期の保健指導の実際 

6. 新生児期における看護 

1） 新生児の健康状態のアセスメント 

2） 出生直後の看護 

3） 新生児の生理的変化に応じた日常生活への援助の実際 

7. 新生児蘇生法  

1） アルゴリズムについて   2）蘇生の初期処置 

3） 新生児のバックマスク・新生児の胸骨圧迫 

8. 新生児の計測と沐浴の方法の説明または実施 

1） 計測の目的と方法の実際 

2） 沐浴の目的と新生児に適した沐浴の実施方法の実際 

認定試験  

第 1回 

～9回 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 10回 

～14回 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 15回 

自己学習 

関連科目 

本授業では母性看護対象論での授業内容をふまえて、具体的な支援内容を学習するた

め、周産期の特性と生理的メカニズム復習して下さい。   

関連科目：母性看護対象論 

テキスト 

系統看護学講座  専門分野  母性看護学１  母性看護学概論 医学書院 

系統看護学講座  専門分野  母性看護学２  母性看護学各論 医学書院 

写真でわかる 母性看護技術 インターメディカ 

参考図書 
母性看護技術・母性看護実践の基本 メディカ出版  

母性看護学Ⅱ 医歯薬出版株式会社 

評価方法 筆記試験 100％（第 1～9回：65%、第 10～14回：35%） 



独立行政法人国立病院機構金沢医療センター附属金沢看護学校授業計画（Syllabus） 

 

 

分野 授 業 科 目 名 単位数 時間数 開講時期 

専門 母性援助論 1 30 2年次 ・ 2学期 

担当講師 非常勤講師（助産師、産科病棟での母性看護経験あり） 

授業概要 

本授業では、異常のある妊産褥婦および新生児への具体的な支援の目的と方法を講義 

にて学習する。また、母性看護学における看護過程の展開を講義・グループワークにて

学習する。 

授業目標 
1. 異常のある妊婦、産婦、褥婦、新生児に必要な支援を理解する 

2. 妊娠期・分娩期・産褥期・新生児期の看護過程を展開する 

回数 授 業 内 容 担当者 

第 1回 

第 2回 

 

 

第 3回 

第 4回 

 

 

第 5回 

第 6回 

 

 

第 7回 

 

 

 

第 8回 

～14回 

 

 

 

第 15回 

1. 異常のある妊婦への看護 

1) ハイリスク妊婦の支援の実際 

高齢・若年妊婦、合併症・感染症のある妊婦、妊娠高血圧症候群、 

切迫早産、双胎妊娠、妊娠糖尿病、妊娠貧血、妊娠悪阻 

2. 異常のある産婦への看護 

1) 異常分娩時における産婦への支援の実際 

前期破水、分娩時異常出血、胎児機能不全、常位胎盤早期剥離 

前置胎盤、陣痛異常（微弱・過強陣痛）、帝王切開術 

3. 異常のある褥婦への看護 

1) 身体的回復経過にて異常を生じた褥婦への支援の実際 

産褥熱、子宮復古不全、乳腺炎、産後精神障害 

2) 児をなくした、児に健康上の問題ある褥婦への支援の実際 

4. 異常のある新生児への看護 

1) 生理的変化の過程にて異常を生じた早期新生児への支援の実際 

先天異常、早産児、低出生体重児、低血糖、新生児一過性多呼吸、 

呼吸窮迫症候群、胎便吸引症候群、高ビリルビン血症、 

5. 母性看護における看護過程 

1) ウェルネス看護診断の考え方 

2) 妊娠期・分娩期の看護過程の考え方 

3) 産褥期の看護過程の展開 

4) 新生児期の看護過程の展開 

認定試験 

第 1回 

～7回 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 8回 

～14回 

 

 

 

第 15回 

自己学習 

関連科目 

母性看護対象論の妊娠期・分娩期・産褥期・新生児期の生理的変化を復習して下さい。

また、母性健康維持論での支援内容は看護過程を展開する時に活用して下さい。 

関連科目：母性看護学概論、母性対象論、母性健康維持論 

テキスト 系統看護学講座 専門分野 母性看護学② 母性看護学各論 医学書院 

参考図書 ウェルネス看護診断にもとづく母性看護過程 医歯薬出版 

評価方法 筆記試験および課題レポート等（第 1～7回：50%、第 8～14回：50%） 


